
決  議 
 
中部国際空港は、経済界、行政など当地域の関係者の熱意と努力により2005

年2月17日に開港し、この2 月で開港10年を迎えた。 
リーマンショックに端を発する厳しい時期を経て、昨年 10 月には、空港利

用者が延べ１億人を突破し、国際線週300便、旅客1,000 万人の回復も視野に

入ってきた。この間、当地域の人・モノの国際交流のインフラとして、とりわ

け、世界有数のモノづくりで我が国の発展を牽引する中部地域の拠点空港とし

て大きな役割を果たしてきた。 
現在、国においては、直面する人口減少社会に歯止めをかけ、首都圏への一

極集中の是正と、それに並行して地方の創生を進めることを国土づくりの重要

な課題に掲げている。これらに対応するためには、首都圏に負けない定住圏を

作ることが必要であり、中部圏、特に東海３県は、「モノづくり」を基本としな

がら、地域の特性を活かした地域づくりを進めている。 
とりわけ、国の掲げる訪日外国人2,000 万人時代を見据え、本年度、当同盟

会として、中部国際空港のさらなる飛躍を目指し、訪日外国人200 万人、航空

貨物取扱量30万トンという意欲的な目標を掲げた。「昇龍道プロジェクト」な

どのインバウンド観光の推進や、航空ネットワークの充実に向けたエアポート

セールスを戦略的に行うとともに、自動車、航空機など当地域の強みである産

業集積をさらに高め貨物需要を中部国際空港に確実に取り込むなど、航空需要

の一層の拡大に向け精力的に取組を進め、この目標の達成を目指していく。 
今後、リニア中央新幹線開業による 5，000 万人の巨大都市圏誕生を見据え

ると、我が国がさらなる発展を目指していく上で、中部国際空港が、果たすべ

き役割はますます重要となる。そうした中で、二本目滑走路・完全 24 時間化

を始めとした中部国際空港の機能強化の早期実現、道路・鉄道等アクセスの充

実を目指し、経済界、行政など地域の関係者が一丸となることはもちろんのこ

と、国とも連携し、取り組むことをここに決議する。 
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